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江府町議会議員一般選挙

及び江府町長選挙

立候補予定者説明会

…平成元年6月1日㈱

示　日

…平成元年6月13日㈹

投　票　日

…平成元年6月18日（日）
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六
月
十
八
日
は
、
江
府
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
及
び
江
府
町
長
選

挙
の
投
票
日
で
す
。

こ
の
選
挙
は
、
私
達
に
は
一
番

身
近
な
選
挙
で
あ
り
、
極
め
て
関

心
の
高
い
選
挙
で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
於
て
も
『
ふ
る
さ
と
創

生
』
　
問
題
を
は
じ
め
か
在
り
ロ
マ

ン
　
（
夢
）
　
の
あ
る
も
の
が
要
望
視

さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
当
面
す
る
農
業
問
題
、

商
工
関
係
等
に
つ
い
て
は
ま
ず
町

行
政
に
於
て
充
分
検
討
さ
れ
町
民

の
た
め
に
大
き
く
ご
活
躍
を
期
待

し
て
止
み
ま
せ
ん
。

こ
の
度
の
選
挙
に
対
し
、
江
府

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
研
修

会
を
四
月
二
十
五
日
開
催
し
、

特
に
、
↓
、
贈
ら
を
い

二
、
求
め
な
い

一
二
　
受
け
取
ら
な
い

の
P
R
を
強
く
推
進
す
る
こ
と
等

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
違
反
は
し
な
い

ル
ー
ル
違
反
は
さ
せ
な
い

こ
の
こ
と
を
、
選
ば
れ
る
方
も

選
ぶ
方
も
、
各
人
の
自
覚
を
大
き

く
し
、明
る
く
　
さ
わ
や
か
を

選
挙
が
出
来
ま
す
よ
う
、
重
ね
て

切
望
致
し
ま
す
。

江
府
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

江
府
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長

門
田
直
理
（
新
町
〒
目
）

明
る
く
さ
わ
や
か
な
選
挙
を
′

幸
凍
㈲
甘
些
揖
一
発行者

鳥取県江府町
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江府町選挙人名簿

登載者数

3，789人

男1，779人

女　2，010人

（昭和63年9日1日現在）
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江
府
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
及
び
江
府
町
長
選
挙
…
投
票
日
は
6
月
1
8
日
盲
）

報

六
月
十
八
日
　
（
日
）
　
は
、
江
府
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
及
び
江
府
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

任
期
満
了
　
（
七
月
四
日
）
　
に
伴
い
執
行
さ
れ
る
こ
の

選
挙
は
、
今
後
四
年
間
、
私
た
ち
の
町
「
江
府
町
」
　
の

町
政
を
担
う
人
を
選
ぶ
も
っ
と
も
身
近
な
選
挙
で
す
。

告
示
日
は
六
月
十
三
日
　
（
火
）
　
で
、
こ
の
日
か
ら
選

挙
に
関
す
る
効
力
が
発
生
し
ま
す
。

こ
の
選
挙
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
掲
載
し
ま
し
た

の
で
、
棄
権
を
し
な
い
よ
う
、
ま
た
、
せ
っ
か
く
の
投

明春≪正眺℃選挙

町
　
票
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
表

を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

石井　正彦

府
　
立
候
補
の
届
け
出
は
…

江
　
　
六
月
十
三
日
の
告
示
日
で
す
。

特集号－

八
六
月
一
日
に
立
候
補
予
定
者
説

明
会
）江
府
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
及

び
江
府
町
長
選
挙
に
立
候
補
し
よ

う
と
す
る
人
の
た
め
に
町
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
、
六
月
一
日
（
木
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
江
府
町
役

場
に
お
い
て
、
こ
の
選
挙
の
　
「
立

候
補
の
手
続
・
選
挙
運
動
・
収
支

報
告
そ
の
他
」
　
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
き
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
説
明
を
受
け
、

届
出
用
紙
そ
の
他
を
受
け
と
っ
て

有
権
者
の
資
格
は
‥
・

●
平
成
元
年
三
月
十
一
日
以
前
に

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
老
●
昭
和
四
十
四
年
六
月
十
九
日
以

前
に
生
れ
た
老
（
二
十
歳
到
達
者
）

●
選
挙
時
に
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票
は
…

（
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人
）

町
外
で
働
い
て
い
る
人
、
入
院

し
て
い
る
人
（
指
定
さ
れ
た
病
院

・
施
設
等
に
限
る
）
、
旅
行
し
て

い
る
人
な
ど
、
投
票
日
（
六
月
十

八
日
）
　
に
投
票
所
に
出
か
け
て
投

票
で
き
を
い
人
は
、
告
示
日
（
六

月
十
三
日
）
か
ら
投
票
日
の
前
日

〓
ハ
月
十
七
日
）
ま
で
に
、
江
府

町
役
場
の
不
在
者
投
票
事
務
取
扱

所
で
投
票
で
き
ま
す
。

（
不
在
者
投
票
の
手
続
）

①
印
か
ん
と
投
票
所
入
場
券
を

持
参
の
上
、
不
在
の
理
由
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
不
在
者
投
票
管
理
者
を
置
く

指
定
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
本
人
の

申
し
出
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

病
院
・
施
設
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
③
町
外
に
出
て
い
る
人
は
、
本

人
が
直
接
江
府
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
の
請
求
を
す

れ
ば
、
折
り
返
し
投
票
用
紙
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
現
在

地
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
場
合
、
投
票
日
に
到
着
し
を

い
場
合
は
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

④
不
在
者
投
票
の
取
扱
い
時
間

は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
す
。
（
土
曜
日

も
投
票
で
き
ま
す
。
）

（
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
）

こ
れ
は
、
身
体
に
重
度
の
障
害

の
あ
る
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た

制
度
で
、
自
宅
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
「
両
下
肢
等
の
障
害
」
に
あ
っ

て
は
、
一
級
、
二
級
、
「
内
臓
機

能
の
障
害
」
に
あ
っ
て
は
、
一
級

も
し
く
は
三
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
（
戦
傷
病
者
手
帳
）
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
郵
便
投
票
証
明
書
を

持
っ
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
不
在
者

投
票
を
す
る
場
合
は
、
投
票
日
の

四
日
前
ま
で
に
、
郵
便
投
票
証
明

書
を
そ
え
て
、
投
票
用
紙
及
び
投

票
用
封
筒
の
交
付
を
請
求
し
を
け

れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

所
定
の
手
続
を
す
れ
ば
、
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

な
る
べ
く
早
く
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
時
問
は
…

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

で
す
。
（
投
票
上
の
注
意
）

投
票
用
紙
は
、

町
長
が
「
淡
紅
色
」

町
議
会
議
員
が
「
白
色
」

と
色
わ
け
し
て
あ
り
ま
す
。

投
票
は
町
長
、
町
議
会
議
員
の

順
で
行
い
ま
す
。

投
票
用
紙
に
は
、
必
ず
「
候
補

者
氏
名
」
　
の
欄
内
に
候
補
者
の
氏

名
を
一
人
だ
け
は
っ
き
り
と
書
い

歯

㊧
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て
下
さ
い
。
か
を
文
字
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
か
ら
、
だ
れ
が
み
て
も

わ
か
る
よ
う
に
正
し
く
書
い
て
く

だ
さ
い
。

（
代
理
投
票
）

手
や
目
が
不
自
由
を
た
め
に
自

分
で
字
が
書
け
を
い
人
、
ま
た
字

を
知
ら
な
い
人
は
、
投
票
管
理
者

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
代
理
の

人
が
あ
を
た
の
投
票
し
よ
う
と
す

る
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
く
れ

ま
す
。

開

票

は

…

開
票
は
、
午
後
七
時
か
ら
第
一

投
票
所
の
土
井
之
内
会
館
で
、
町

長
、
町
議
会
議
員
の
順
に
行
な
わ

れ
ま
す
。

＊
そ
の
他
詳
し
く
は
、
江
府
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
℡
七
五
二
三

二
）
　
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

一

票

に

思

う藤原史也も

（池ノ　内）

一

票

に

思

う

私
の
選
ぶ
一
票

一

票

に

思

う

票

に

田
Jじヽ

う

口
民
事丁田府江

も
れ寿山見

（宮市原）

清水純子も

（本町四丁目）

一
気徹岩大

（下蚊屋）

水田直美も

（半ノ上）

四
月
二
十
五
日
、
江
府
町
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
が
主
催
に
て

開
催
さ
れ
た
会
議
の
主
旨
を
充
分

ふ
ま
え
て
、
町
内
選
挙
民
の
一
人

と
し
て
ル
ー
ル
を
守
っ
て
き
れ
い

な
選
挙
を
行
な
う
事
が
、
町
民
と

し
て
の
責
務
で
あ
る
事
を
充
分
に

考
え
て
い
る
一
人
で
す
。

尚
、
私
達
有
権
者
の
一
人
一
人

が
日
頃
か
ら
立
候
補
者
に
対
し
て

正
し
い
関
心
と
判
断
を
持
っ
て
主

権
者
と
し
て
の
自
覚
を
た
か
め
、

だ
れ
に
も
左
右
さ
れ
ず
自
主
的
を

判
断
に
基
づ
い
て
涌
き
一
票
を
自

分
の
思
う
人
へ
投
票
す
る
こ
と
で

す
。

選
挙
を
間
近
に
控
え
、
家
族
で

話
し
合
っ
た
我
が
家
の
選
挙
信
条

は
、
次
の
五
項
目
で
し
た
。

一
、
自
己
の
利
益
や
権
力
の
た
め
で

な
く
、
人
々
の
た
め
勇
気
を
も

っ
て
働
く
人
。

二
嘘
は
っ
た
り
の
無
い
誠
実
を
人

一
、
時
代
の
流
れ
を
先
取
り
し
た
政

策
を
具
体
的
に
公
約
し
、
研
究

と
実
践
に
情
熱
を
傾
け
る
人
。

一
、
町
民
と
共
に
歩
み
、
町
民
に
信

頼
さ
れ
る
清
潔
で
公
平
を
人
。

一
、
若
者
や
婦
人
の
政
界
進
出
を
育

成
出
来
る
人
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
度
の
選
挙
の

一
票
の
重
さ
を
厳
粛
に
う
け
と
め

て
居
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
を
い

よ
う
で
す
。

近
年
、
青
年
層
の
政
治
・
選
挙

に
対
す
る
関
心
が
低
い
と
い
わ
れ

ま
た
、
地
域
社
会
の
こ
と
に
関
心

が
薄
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
実

際
は
地
域
社
会
の
こ
と
を
あ
ま
り

知
ら
さ
れ
て
い
を
い
の
で
は
を
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
を
中
で
今
回

の
選
挙
は
私
達
に
と
っ
て
最
も
身

近
を
選
挙
で
す
。
明
る
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
も
、

「
だ
れ
か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
　
「
私
一
人
参
加
し
を
く
て
も

」
と
考
え
ず
に
、
政
治
に
よ
っ
て

住
民
が
動
か
さ
れ
る
の
で
は
を
く

私
達
の
力
で
政
治
を
動
か
し
て
い

く
と
い
う
心
橋
で
候
補
者
の
意
見

を
よ
く
聞
き
義
理
と
か
人
情
に
と

ら
わ
れ
ず
政
治
に
参
加
す
る
一
歩

と
し
て
投
票
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
歳
に
な
っ
て
選
挙
権
が
で

き
、
今
年
は
じ
め
て
い
ろ
い
ろ
な

選
挙
の
投
票
を
す
る
機
会
が
出
来

ま
し
た
。

で
も
、
一
つ
の
選
挙
に
一
票
し

か
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
む
ず
か
し

い
で
す
。
「
こ
の
人
が
い
い
」
と

い
う
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ゆ
え
、
街
頭
演
説
を
ど
で
言

わ
れ
る
こ
と
や
、
公
約
さ
れ
た
こ

と
を
信
じ
て
投
票
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
当
選
さ
れ
た
方

は
、
有
権
者
を
裏
切
ら
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
元
年
一
月
十
五
日
、
私
は

社
会
の
一
員
と
し
て
認
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
社
会
の
一
員
と
し

て
の
責
任
と
自
覚
を
持
っ
て
我
道

を
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

と
同
時
に
選
挙
権
も
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
私
達
、
初
め
て
選
挙
す
る

者
に
と
っ
て
は
、
一
体
何
を
重
点

に
お
い
て
投
票
す
れ
ば
い
い
の
か

そ
こ
が
一
番
問
題
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
を
ぜ
怒
ら
今
ま
で
選
挙
が

あ
る
と
い
っ
て
も
、
自
分
に
は
全

く
関
係
が
を
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
今
の
日

本
の
状
況
を
見
て
も
、
と
て
も
私

達
国
民
の
一
票
が
生
か
さ
れ
て
い

る
と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。

と
い
っ
て
も
、
駄
目
だ
か
ら
と

い
っ
て
逃
げ
て
い
て
も
何
の
解
決

に
も
在
り
ま
せ
ん
。
私
は
ま
だ
自

分
自
身
の
気
持
は
、
は
っ
き
り
と

し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
自
分
の

考
え
が
は
っ
き
り
す
る
ま
で
、
自

分
の
目
で
見
、
自
分
の
耳
で
聞
い

て
、
自
分
の
信
じ
る
人
に
私
の
人

生
で
一
番
最
初
の
一
票
を
投
じ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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